
地域創生学科　経営コース　カリキュラム・マップ

①地域・社会への関心と理解 ⑤課題に対する解決策の創造と提案 ⑧仲間・チームの牽引（対人基礎力関係）
②教養的知識への関心と活用 ⑥主体的な学修姿勢 ⑨困難な状況への対処（対自己基礎力関係）
③専門的な知識・技能の習得と活用 ⑦多様性尊重と他者との協働 ⑩目標の設定と実践・改善（対課題基礎力関係）
④情報の適切な収集・解釈と他者への発信
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① A B C D E ⑧ ⑨ ⑩

組織行動論 2 ○ ◎ ○ ○

経営史 2 ○ ○ ◎ ○ ○

中小企業経営論 2 ◎ ○ ○ ○ ○

経営戦略論 2 ○ ○ ◎ ○ ○

経営組織論 2 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

流通システム論 2 ○ ○ ◎ ○ ○

人的資源管理論 2 ○ ◎ ○ ○

サービスマーケティング論 3 ○ ◎ ○ ○

イノベーション論 3 ○ ○ ◎ ○ ○

リーダーシップ論 3 ○ ◎ ○ ○

コンテンツ産業論 3 ○ ○ ◎ ○ ○

国際経営論 3 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

地域イノベーション論 3 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

技術マネジメント論 3 ○ ◎ ○ ○ ○

リスクマネジメント論 3 ○ ○ ◎ ○ ○

知的財産権関連講座 3 ○ ○ ◎ ○

地域産業特別講義 2・3・4 ○ ○ ◎ ○ ○

簿記原理 1 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

中級簿記 2 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

工業簿記 2 ○ ◎ ○ ○

経営分析論 2 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

金融論 2 ○ ◎ ○ ○

パーソナルファイナンス論 2 ○ ◎ ○ ○

財務会計論 3 ○ ◎ ○ ○

税務会計論 3 ○ ○ ◎ ○ ○

管理会計論 3 ○ ○ ◎ ○ ○

コーポレートファイナンス論 3 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

保険論 3 ○ ◎ ○ ○

NPO会計論 3 ○ ◎ ○ ○

監査論 3 ○ ◎ ○ ○

ミクロ経済学 2 ◎ ○ ○ ○

マクロ経済学 2 ○ ◎ ○ ○

憲法 2 ○ ○ ○ ◎

NPO論 2 ○ ◎ ○ ○

地域経営論 2 ◎ ○ ○ ○

行動経済学 3 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

地域産業論 3 ◎ ○ ○ ○

統治システム論 3 ○ ○ ◎ ○

経営法務 3 ○ ◎ ○ ○

地域データ分析 3 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

地域調査法 3 ◎ ○ ○ ○

行政法 3 ○ ○ ○ ◎

企業法 3 ○ ◎ ○ ○

国際共生社会論 2・3・4 ◎ ○ ◎ ○

国際共生のための認知心理論 2・3・4 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

東アジア社会文化論 2・3・4 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

東アジア比較文化論 2・3・4 ◎ ○ ○ ○

多文化共生実践 3・4 ◎ ○ ◎ ◎

日本文化史論 2・3・4 ◎ ○ ○ ○ ○

博物館概論 2・3・4 ○ ◎ ○ ○ ○

文化継承実践 3・4 ◎ ○ ○
地域協働演習 地域協働演習 3 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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課題探究型地域創生人材ルーブリックの観点

地域創生学科　経営コース　ディプロマ・ポリシー
A 組織とそれを取り巻く環境との相互依存関係の本質を理解できるような経営学に関する専門的知識、及びその土台となる社会科学分野に関する専門的知識を有している。
B 組織のマネジメントに必要な専門的知識、及びその土台となる社会科学分野に関する専門的知識を有している。
C 経営に関する問題を把握し、解決するための意思決定の土台となる思考力と判断力を有している。
D 経営に関する自分の考えを他者にもうまく伝えることができる表現力を有している。
E 企業や行政、NPOなどの組織が抱える諸課題の解決のために他者と協働し、主体性を持って取り組むことができる。

科目区分
コア・ユ
ニット

科目名
配当
年次

【凡例】
◎⇒課題探究型地域創生人材ルーブリックまたはディプロマ・ポリシーが示す到達目標との関連性が特に強い科目
○⇒課題探究型地域創生人材ルーブリックまたはディプロマ・ポリシーが示す到達目標との関連性がある科目

知識
技能②③

思考力・判断力
表現力④⑤
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